









[キー ワー ド] 異質集団 学び合い 互恵的な学び 習熟 認識
1 問題の所在と方法
(1)問題の所在及工期究の背景
小学校体育科は， 6つの運動健び)領域によ
って構成されているロその領域に応じて，騨船主
適切な学習形態をとる。ゲーム，ボーIVi霊動の領
域，走・跳の運動(猷r)や陸土運動の領域のリ
レー嘩び)では，チームを編成してチームごと
の学習が中心となる。一方，器械・器具を使つて
の運動遜ぴ，岩槻運動の領域では，児童一人一人
の能力に応じた「めあて』が設定された習熟度別
学習が多い。出原 (2004)は体育の「個J3iJfヒJr個
性化」学習は，子どもを能力別，習熟度別に組織
し展開され，さらに，八九改訂では行政の支持を
受けて広く実践された fめあて学習」として小学
校にも導入されたとしている。学習指導要領は
1989年改訂で「個性教育」の推進を語い「めあて
学習」がこれに最もふさわしいとされてきた。1998
年の改訂でもこの考え方を引き継ぎ，体育科の学
習の中心を担ってきた。この能力別や習熟度別に
編成された集聞での授業について出原 (2004)は，
子どもは「いま持っている」能力にあてはまる「場J
や「めあてJに所属し， rめあて学習Jの学習集団
では「できる子Jと「できない子J，rうまい子J
と「へたな子」がかかわり合い，ともに学び合う
ことはないとしている。これは，筆者がこれまで
行ってきた実践であるorできる子」は高度で発展
的な課題に割撤するが， rできない子Jは基礎的な
課題にのみ取り組み，その個人差は縮まることが
なかった。また，教師による「できない子」への
支援が多くなり， rできる子」への支援は少なかっ
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た。このことから，これまで行ってきた能力別や
習熟度別に分けられた集団での学習には限界があ
るのではないかと筆者は考えるようになった。自
分と異なるでき具合やわかり具合の仲間がいる集
団で学ぶことにより，技のでき具合の質が高まっ
たり技のポイントについてのわかり具合が深まっ
たりするのではないだろうか。
(2)砂視の目的
これまで能力別の同質集団で行われることの多
かった運要望j領域でs異質集団での授業に割織する。
本研究の目的は，そこでの子どものわかり具合や
でき共合の変化を，授業実践を通して明らかにす
ることである。
(3)研究の方法
①先行研究の検討
@劇務専門実習Eにおける授業実践
@渇における授業実践の分析・考察
2 先行研究の検討
(1)同質集団から異質集団へ
出原 (2∞4)が「コース別学習」や「めあて学
習」として広く実践されてきたと述べている習熟
度別の集団の学習に対し，佐藤 (2004)は， rこの
ような学習が教育内容の段階的組織と学習集団の
均質化により学びの経験を狭め，競争と失望を促
進して歪んだ優越感と劣等感を助長する」と述べて
いる。このように批判の対象となる習熟度別の同
質集団の学習に対して，出原 (2004)は， r教科内
容の『学び取り，J](Wできる』や『わかる~)によっ
て子どもたちが結びつくこと，学びが深まること
によって一層結びつきが強くなること，学習集団
の質が高くなることによって学びが一段高いレベ
ルに到達すること一このようなイメージが異質協
同(共同)の4集団学習の特徴とメリットである」
と述べている。このことから，異質集団で掌ぶこ
とにより教師の支援中心ではなく，仲間とのかか
わりから学ぶことができると考えた。こうしたか
かわりから学ぶことで「でき具合」が高まったり
「わかり具合」が深まったりする質の高い学びが
生まれるのではないだろうヵ、「でき具合」や「わ
かり具合」の異なる子ども同士のかかわりの中に，
どのような学びが生み出されているのかに焦点を
あてていきたしも
(2)異質集団で何を学ぶのか
では，異質な集団で何を学べゆハいのだろうれ
出原 (2004)が r(学習指導要領の)学習内容」の
ほとんどが r-ができるようにする」という項目
で構成されていると指摘しているように，これま
での体育では， rできる」か「できない」かが強調
され，技能習熟の一面のみで授業が展開されてき
たことが明らかで，技能習熟が全面に出されてい
る。能力別の同質集団を作って授業が行われてき
たのも， rできない」ことを「できる」ようにする
というねらいが中心に据えられていたからだと考
える。異質な寸集団で学習に取り組んだとしても，
「できるJrできない」だけを主眼においていれば，
「できる子」が「できない子」に対して教え込む
ことが中心となり，その結果子どもの間に上下関
係そ唱越感，劣等感を生み出しかねな"¥
出原 (2004)はr習熟と認識の変革過倒を学
習の対象とする」と述べている。「習熟」とは「で
きるJrできないJ，r認識Jとは「わかるJrわか
らないjである。「わからないJrできない」が「わ
かるJrできる」へと変わっていったプロセス(過
程)を丁寧に取り出し，そこから学ぼうというの
である。つまずいているチはどこでつまずいてい
るのか，できるようになったのはどのようにした
からなのかを取り上げ，それを「学習の対象」と
する。また，出原 (1991)は，子どもが習熟して
いく過程を「うまくなっていくすじみち」とし，
この「すじみち」のどこかに自分がいて，他の友
だちは自分の位置以外のところにいるとしている。
そしてこの友だちは次の3つの層として把握でき
るとしている。
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第 . 自分と同じようなできばえ
一
の . 自分と同じような丸札目標を持つ
層 . 現在の自分
第
. 自分より「うまいJ，習熟度が高い
. 自分の目標を具体的な姿で示すの
層 . 未来の自分
第 . 自分より「へたJ，習熟度州民い
自分が苦労して歩んできた道を今歩いている一 . の
層 . 過去の自分
同程度の「すじみち」にいる仲間との集団(同
質集団)では， r習熟」するためのポイントが浮か
び上がってこないのだと考える。「自分のできない
こと(わからないこと)ができる(わかる)仲間j
や，その逆に「自分ができること(わかること)
ができない(わからない)仲間」がいる集団には，
技や演技のでき具合を高めるために，技キ積技の
わかり具合を深めようとする関係が生まれる。そ
こには「できる」ことだけを追求した時に生まれ
る上下関係や優越感，劣等曜は生じ得ない。佐藤
(2010)は「学び合う関係は相互に対等な対照的
な関係」とし，この学び合う関係は「互恵的な学
びを実現させる」と述べている。「現立の自分Jr未
来の自分Jr過去の自分」を映し出してくれる仲間
とともに「習熟」と「認識lの変化のプロセスを
追求することで， r互恵的な学び」は体育科でも実
現できるものだと考える。
3 実践と結果(明らかになったこと)
教職専門実習Eの授業実践のま緑を分析・考察
した。
(1)実践授業の概略
q潮間平成26年11月1日-25日
②対象 山形市立M小学校1年生 18名
@渡業者 週|頭陽生
④単元名 おはなしマットをしよう
信渡業内容
本単元のねらいは，マットの上で動物の真似を
しながら腕支持や逆さ感覚などの基礎的な運動感
覚を身につけることと，いくつかの動きを組み合
わせてマット運動の連続技へとつなげることであ
る。腕支持感覚剤芭さ感覚，腰を高く上げる感覚
を身につけることができる「カエルの足打ち」を
中JL-1:蛸包とし，アザラシ(腕支持感覚)や丸太転
がり(回転瀦覚;)，ウサギ(宙に浮く感覚，腕支持
感覚)を取り入れた。単元の終末ではいくつかの
動きをつなげて演技し，マット運動の連続技につ
ながるようにした。ベアもしくは3人グループで
1枚のマットを使うようにする園
(2)実践授業の詳細
① 3人の異質な集団によってポイントを取り出
し習熟を高めていく場面
グループでアザラシの練習に取り組む前に，全
員でマットを囲み，教師が膝をつき四つλ遣いに
なってやったアザラシと， s君が膝を伸ばし腰を
落として胸を張り，腕支持だけでしっかりと進ん
でいるアザラシを比較した。教師を囲んでいた子
どもたちが雛市の膝を伸ばしたり腰を押し下げた
りしながら直していった。子ども治苛子った「習熟j
の変化を緋市の言葉で確認した。その後，それ，ぞ
れのマットでアザラシの練習に取り組んた二次の
場面はアザラシもうまくできて機転のきく E君と，
腕支持の力が少し足りなくて膝をついてしまって
いるYさん，そして気づいたことはEんEん口に
するRさんのグループの様子である。
E 君:(最初に演技をする。膝も伸びて腕支持のみでき
れいに前に進んでいる，，)
Yさん:舗の力だけでは前に進まず，膝を曲げて四つん
這いの状態で前に進んでいる。)
Rさん:町さんのって.E君とちがってなんか変色」
E 君:(Yさんの曲っている膝を伸ばしてあげる。)
Rさん:(唆!と言うだけではなく，四つん這いになっ
て浮いているYさんの腰に手を添え，グッと押
し下げるようにしてアザラシの格好を作るJ
Yさん:(2人に動かしてもらった格掃をなんとか保ちな
がら両腕で前に進む。)rうまくできた!J 
「上手にアザラシができるように友達の膝を伸
ばしてあげるJという技能習熟を変化させるかか
わりが生まれたのは異質な3人だったからではな
いだろう治、このグループでは上手にアザラシが
できるE君が先に演技をしたことで，その後のY
さんの演技が，より 2人のズレをはっきりと浮か
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び上がらせた。 Rさんは全体での学びの場面で受
身的に「認識Iしていた「膝を伸ばすことJや「腰
を落とすことJなどのポイントを. 2人の演技を
見比べることで「認識Jを深め，能動的にかかわ
ることができたのだと考える。
②取り出されたポイントによって子ども達がつ
ながっている場面
カエルの足打ちを耕市が演技し，その後ベアで
取り組んだ場面である。カエルの足打ちをできず
にいるAさんの姿を見たベアのS君が， Aさんが
カエルの足打ちをできるようになるためのポイン
トを取り出す。
Aさん:(しゃがんだ状態から両手をマットにつけるが，
逆さになる恐怖感から腰が上がらな川一瞬是
がマットから樹Lるが，膝からマットに着地し，
正座の状態となった。)
「できない一。ぜったいむりJ
S 君:iでんぐり返しみたいに足あげるんだよ。j
Aさん:(S君の言葉を聴き，もう一度やろうとする。)
「でんぐりがえし?J
(両手をマットにつけたがB嗣2幽がり，頭頂部も
マットについたので三点倒立のようになり，ま
た正座の状態になる。)
S 君:r頭っけないででんぐり返しみたいにして。J
Aさん:(何度かチャレンジし，足打ち1回できる。)
「あっ，できた?J
S 君:iうん 1固できた.J
Aさんの腰が上がらずにできない様子を見て，
腰をあげる時の勢いや思い切りが足りないのでは
ないかとS君は考えたのだろう。そこで，勢い良
く腰をあげるコツが「でんぐり返しみたいにJと
いう言葉になったのだと考える。単に「もっと勢
い良くJi.腰を上げてJという表現ではなく， Aさ
んがどう体を動かせ国ハいかイメージできる表現
をS君なりに考えたのだろう。本時の全体での振
り返りでAさんは嬉しそうに rs君が， wでんぐり
返しみたいに足あげるんだよ』と教えてくれたの
でできました。jと語った。そしてできるようにな
ったカエルの足打ちを嬉しそうに披露した。
その翌週，カエルの足打ちを含めた連続技に取
り組んだW君は，カエルの足打ちで少ししカ煙が
上がらず，足打ちをする前に膝がマットについて
しまう状態だった。ベアのHさんがその様子を見
てアドバイスを始める場面である。
曹君:(演技する。膝から着地し，腕も曲がりつぶれた
状態になる。)
Hさん;rでんぐり返しするみたいに…。」
W 君 :(演技する。あまり腰は上がらず同じ様子。)
Hさん:rもうちょっと，でんぐり返しするみたいに。J
W 君:(演技する。勢いがつき腰が上がり始める。)
Hさん:(実際に手本を見せながら。)rこうやって，こう。J
W 君:(何度も繰り返しながら)rこう ?J
日さん:(手本を見せながら)
「でんぐり返しみたいにこう…足トントン。J
W 君:(何度カ繰り返し足打ち1回に成功する。)
「できた!できたよね?J
先週のAさんのつまずきを解決したS君の言葉
が.Hさんに引き継がれW君のつまずきを解決す
ることができた。 Aさんがふり返りの際に発言し
た言葉を.w君もHさんも受け止めていたのだろ
う。 HさんはW君の姿を見て，先週，嬉しそうに
カエルの足打ちをしたAさんを思い出したに遣い
ない。 Aさんと S君のペアで取り出されたカエル
の足打ちのポイントがW君とHさんベアでも同様
に取り出され.rでんぐり返しをするみたいにJと
いう同じ言葉でつながったのだと考える。
4 考察
(1)同質集団から異質集団へ
YさんやW君のようなつまずきは他の子どもに
も見られた。仮にそこで，習熟期IJのグループを
作って取り組んでも.rうまくできた!Jや「でき
た!できたよね?Jのような達成感は生まれなか
ったと考える。同じようなつまずきがある仲間の
姿が眼の前にあれば「自分と同じだからいいかな。」
と互いにできるようになったり上手くなったりす
るチャンスを逃してしまうのではないだろうか。
これは，マット遊びに限らず中高学年でのマット
運動特織運動全般，他の運動領域でも同様のこ
とがいえるだろう。「習熟Jや「認識jが異なる仲
間が同じ空間で共通した動きや課題に取り組むこ
とでそれぞれの違いが浮かび上がり，つまずきの
ポイントを取り出して学ぶことができる。また，
ベアやグループのみならず全体でのふり返りの場
も異質な集団での学びの場となっていたと考えら
れる。ペアやグループに分かれているとき，それ
ぞれの集団で行われていることや交わされている
言葉は異なる。このペアやグノ).r-ー プで交わされた
言葉や出来事を持ち寄り全体の場で出し合うこと
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で改めて学ぶことができると考える。同質集団で
は成り立たない学びが異質集団では成立すると考
える。
(2)異質集団で何を学ぶのか
「習熟」のみが強調されてしまう授業では.r認
識Jしたい動きのポイントやコツが制市から与え
られるものとなり，そのほとんどが耕市の言葉に
なる。しかし.s君が言った『でんぐり返しみた
いに」のような「認識Jの発見が，仲間のつまず
きがもとなりグループの中で取り出されることで，
その「認識』は子どもの言葉で表現される。わか
る子どもとわからない子どもの間で交わされなが
ら，その表現は，仲間の習熟を高めるものへとし
ていく表現へとなっていくと考えられる。教師が
一方的に与えた表現よりも，同じ仲間のつまずき
から生み出された表現の方ができなかった子は習
熟するためのポイントを認識しやすいだろう。ま
た，できる子にも 「わかっていてできる子」と 「わ
からないけどできる子」の2通りいる。 「わかって
いでできる子」は仲間へ伝えることで「認識」の
再確認ができ.rわからないけどできる子」は，新
しい「認識Iを学ぶことができる。技の習熟のみ
にこだわる鍛錬の時間ではなく，r習熟」と「認識j
がどう変わっていくかを学ぶことで，体育科は「学
びJのある教科として成立するのだと考える。
5 今後の課題
今回，体育科の学習が 「鍛練」の時間ではなく
「学び」 のある教科となる事が明らかになった。
しかし，より質の高い体育科の学びを実現するな
らば，教師が運動領域キ種目の特質について深く
認識していなければならなしL今後，体育科の専
門性を高め質の高い学びを引き出していきたしL
さらに，体育科全般で異質集団による学び合いが
実現できたことをもとに他教科における学び合い
についても研究を重ねていきたし、
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